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1. 2011.3期第3四半期実績 （百万円）

増減 増減率

売上高 21,388 21,106 -281 -1.3%

営業利益 4,553 3,067 -1,486 -32.6%

経常利益 4,567 3,018 -1,549 -33.9%

四半期純利益 3,186 2,146 -1,040 -32.6%

研究開発費 4,007 5,200 +1,192 +29.8%

研究開発費率 18.7% 24.6% +5.9pt -

営業利益率 21.3% 14.5% -6.8pt -

１株当たり四半期純利益（円） 56.09 37.78 -18.31 -

＜第3四半期実績と前年同期実績との差異要因＞

売上高：
（-281）　

営業利益：
（-1,486）　

経常利益：
（-1,549）　

四半期純利益：
（-1,040）　

2. 2011.3期第3四半期事業セグメント別売上高 （百万円）

増減 増減率 '10.3期実績 '11.3期予想

医薬品 16,822 16,747 -75 -0.4% 21,405 21,300

　（内、国内医薬品） 13,619 14,269 +649 +4.8% 17,322 17,900

　（内、海外医薬品） 3,203 2,478 -724 -22.6% 4,082 3,400

機能化学品 4,565 4,359 -206 -4.5% 6,211 5,900

　（内、試薬・診断薬） 3,428 3,220 -207 -6.0% 4,598 4,200

　（内、医薬品原体） 1,137 1,138 +0 +0.1% 1,613 1,700

合計 21,388 21,106 -281 -1.3% 27,617 27,200

　（内、海外売上） 5,101 4,379 -721 -14.2% 6,654 5,900

3. 通期業績予想と進捗率　（2010年11月9日に公表しました連結業績予想に変更ありません） （百万円）

増減 増減率

売上高 27,617 27,200 -417 -1.5% 21,106 77.6%

営業利益 5,110 3,300 -1,810 -35.4% 3,067 92.9%

経常利益 5,114 3,400 -1,714 -33.5% 3,018 88.8%

当期純利益 3,575 2,700 -875 -24.5% 2,146 79.5%

研究開発費 5,517 6,900 +1,382 +25.1% 5,200 75.4%

研究開発費対売上比率 20.0% 25.4% +5.4pt - 24.6% -

営業利益率 18.5% 12.1% -6.4pt - 14.5% -

１株当たり当期純利益（円） 62.94 47.53 -15.41 - 37.78 -

以上

'10.3期
実績
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予想

前期比 '11.3期3Q
実績

進捗率

'10.3期3Q
実績

（参考）

薬価引き下げやロイヤルティー収入減等により売上総利益が減少したことに加え、SI-6603国内治験
の進捗等に伴う研究開発費などの販管費が増加。

円高に伴う外貨建資産の為替差損等が増加。

資産除去債務会計基準適用に伴う過年度分費用を特別損失として計上。
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(2010年4月1日～2010年12月31日)

前年同期比

国内アルツは、薬価改定の影響を医療機関納入本数の伸びでカバーして増収。米国スパルツは、現
地販売本数の減少や円高の影響を受け減収。また前年同期にあった一過性のロイヤルティー収入
の反動等もあり、売上高全体では前年同期と同程度。

前年同期比'11.3期3Q
実績

※従来、「その他」に区分していたロイヤルティーおよび健康食品原料等について、2011年3月期よりロイヤルティーは各関連セグ
　 メントに、健康食品原料等は「医薬品原体」に含めています。


